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◆持続的な市政の発
展と

　市民生活のさらな
る向上を

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P10

P14
３ 月
定例会

▲授業で使用した山形市議会報「みちしるべ」を手に
　笑顔の大曽根小６年生の皆さん（平成２９年度卒業）
　※内容については２０ページをご覧ください



　
　
　
モ
デ
ル
校
は
ど
の
よ
う
に

決
定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
小
・
中
学
校

か
ら
希
望
を
と
り
、
複
数
校
か
ら

希
望
が
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
で

審
査
し
、
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
セ
ン
タ
ー
設
置
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
４
月

中
旬
か
ら
１
カ
月
程
度
公
募
を
行

い
、
一
次
・
二
次
審
査
を
経
て
セ

ン
タ
ー
長
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
、

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
し
、
研
修
を
行
い
、
３０
年
１２
月

の
開
設
を
想
定
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
モ
デ
ル
事
業

�

５
６
０
万
円

　
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す

る
た
め
、
小
・
中
学
校
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

仮
称
売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
運
営
事
業�

３
９
９
９
万
円

　
中
小
企
業
の
売
上
増
進
や
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
仮
称
売

上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
各
事
業
者
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

　
　
　
平
成
２９
年
度
当
初
予
算
へ

の
附
帯
決
議
を
重
く
受
け
と
め
、

議
会
に
も
適
宜
説
明
を
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
機
運
醸
成
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
整
備
計
画
を
示
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
山
交
流
に
向

け
た
交
通
網
の
整
備
は
、
市
の
最

も
重
要
な
政
策
課
題
だ
と
捉
え
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
が
、

相
手
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、

事
務
的
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
る
。
３０
年
度
は
、

道
路
網
の
勉
強
会
の
開
催
も
考
え

て
い
る
が
、
ま
ず
は
、
関
係
機
関

か
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
が
課

題
で
あ
り
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
状
況

を
、
随
時
、
議
会
に
報
告
し
て
い

き
た
い
。

仙
山
圏
交
通
網
整
備
事
業

�

２
９
９
万
円

　
仙
山
圏
の
一
体
的
な
発
展
に

向
け
て
、
仙
山
線
と
仙
山
圏
道

路
網
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
仙
山
圏
交
通
網
整

備
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
を

行
い
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

市民生活のさらなる向上を

【外国語指導助手の増員配置事業】１，４９７万円
小学校で新たに実施される外国語・外国語活動の学習を支援する
ため、外国語指導助手４人を配置します。

【（仮称）売上増進支援センター設置及び運営事業】３，９９９万円（仮称）売上増進支援センターを設置し、中小企業の売上増進や販路拡大を図ります。

【動物愛護施設整備事業】３億５，３８３万円
平成３１年４月の中核市への移行に向けて、犬・猫の保護収容施設の機能を備えた（仮称）山形市動物愛護センターを整備します。

【保健所設置事業】２億１，０６０万円
平成３１年４月の中核市への移行に向けて、（仮称）山形市

保健所

を霞城セントラル内に整備します。

主な新規事業

一般会計９４２億円をはじめ、
総額１，８５２億円の平成３０年度当初予算を可決
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▲保健所が設置される霞城セントラル

　
　
　
中
核
市
へ
の
移
行
に
あ
た

り
、
獣
医
師
は
確
保
で
き
る
見
込

み
な
の
か
。
ま
た
は
、
県
か
ら
協

力
を
得
る
形
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
所
で
３

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

保
健
所
設
置
事
業

�

２
億
１
０
６
０
万
円

　
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
内
へ
の
保

健
所
設
置
に
向
け
た
改
修
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
備
品
購
入

な
ど
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

委
員

保
健
所
準
備
課
長

人
、
食
肉
衛
生
検
査
所
で
１５
人
の

獣
医
師
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、

平
成
２９
年
度
か
ら
市
の
獣
医
師
１

人
を
、
県
の
食
肉
衛
生
検
査
所
に

派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
２９
年
度

中
に
も
新
た
に
獣
医
師
を
確
保
で

き
た
た
め
、
３０
年
度
か
ら
村
山
保

健
所
と
県
の
食
肉
衛
生
検
査
所
に

追
加
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
当

面
は
、
県
か
ら
支
援
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
計
画
的
に
獣
医
師
を

採
用
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
受
入
促
進
事
業

�

１
９
５
万
円

　
　
　
事
業
の
概
要
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
を
長
時
間
受
け

入
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
対
し
、
営

業
時
間
を
延
長
し
て
受
け

入
れ
る
場
合
の
看
護
師
の

人
件
費
を
補
助
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
を

促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て

提
供
で
き
る
体
制
づ
く

り
へ
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
モ
デ
ル
校
は
ど
の
よ
う
に

決
定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
小
・
中
学
校

か
ら
希
望
を
と
り
、
複
数
校
か
ら

希
望
が
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
で

審
査
し
、
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
セ
ン
タ
ー
設
置
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
４
月

中
旬
か
ら
１
カ
月
程
度
公
募
を
行

い
、
一
次
・
二
次
審
査
を
経
て
セ

ン
タ
ー
長
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
、

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
し
、
研
修
を
行
い
、
３０
年
１２
月

の
開
設
を
想
定
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
モ
デ
ル
事
業

�

５
６
０
万
円

　
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す

る
た
め
、
小
・
中
学
校
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

仮
称
売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
運
営
事
業�

３
９
９
９
万
円

　
中
小
企
業
の
売
上
増
進
や
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
仮
称
売

上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
各
事
業
者
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

　
　
　
平
成
２９
年
度
当
初
予
算
へ

の
附
帯
決
議
を
重
く
受
け
と
め
、

議
会
に
も
適
宜
説
明
を
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
機
運
醸
成
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
整
備
計
画
を
示
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
山
交
流
に
向

け
た
交
通
網
の
整
備
は
、
市
の
最

も
重
要
な
政
策
課
題
だ
と
捉
え
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
が
、

相
手
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、

事
務
的
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
る
。
３０
年
度
は
、

道
路
網
の
勉
強
会
の
開
催
も
考
え

て
い
る
が
、
ま
ず
は
、
関
係
機
関

か
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
が
課

題
で
あ
り
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
状
況

を
、
随
時
、
議
会
に
報
告
し
て
い

き
た
い
。

仙
山
圏
交
通
網
整
備
事
業

�

２
９
９
万
円

　
仙
山
圏
の
一
体
的
な
発
展
に

向
け
て
、
仙
山
線
と
仙
山
圏
道

路
網
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
仙
山
圏
交
通
網
整

備
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
を

行
い
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

持続的な市政の発展と
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ご
み
集
積
所
設
置
等
補
助

金
の
予
算
を
増
額
し
て
い
る
が
、

補
助
の
対
象
は
何
件
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年

度
は
５１
件
の
補
助
を
行
っ
た
が
、

３０
年
度
は
新
規
の
１
１
６
件
を
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
に

よ
る
破
損
な
ど
の
緊
急
対
応
用
に

６
件
分
程
度
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
屋
外
拡
声
器
は
、
今
後
も

継
続
し
て
配
備
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
地
区

を
対
象
に
、
平
成
２９
年
度
は
山
寺

小
・
中
、
滝
山
小
に
配
備
し
て
お

ご
み
集
積
所
設
置
補
助
事
業

�

４
８
０
万
円

　
ご
み
集
積
所
の
環
境
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
町
内
会
の

意
向
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
、

ご
み
集
積
所
の
設
置
な
ど
に
対

し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

防
災
ラ
ジ
オ
配
備
事
業

�

２
０
８
１
万
円

　
防
災
ラ
ジ
オ
を
浸
水
想
定
区

域
内
の
町
内
会
や
自
主
防
災
会

な
ど
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、

当
該
区
域
内
の
小
・
中
学
校
に

屋
外
拡
声
器
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
事
業
だ
と
思
う
が
、
永
続

的
な
事
業
な
の
か
。
ま
た
、
ど
の

く
ら
い
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
不
足

が
解
消
さ
れ
る
ま
で
を
め
ど
と
し

て
お
り
、
民
間
立
保
育
所
が
８
園

で
１９
人
、
認
定
こ
ど
も
園
が
５
園

で
１１
人
、
総
数
３０
人
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
　
ど
の
程
度
の
利
用
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
民
間
立
保
育

園
１２
園
、
認
定
こ
ど
も
園
８
園
か

ら
利
用
し
た
い
と
の
希
望
が
あ
る
。

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
費

補
助
金�

１
５
７
９
万
円

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
、

民
間
立
保
育
所
な
ど
の
事
業
者

が
、
宿
舎
を
借
り
上
げ
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

保
育
士
ト
ラ
イ
ア
ル
制
度
補
助
金

�

２
３
４
万
円

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
、

潜
在
保
育
士
を
短
期
間
雇
用
し

実
務
研
修
を
行
う
場
合
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

り
、
３０
年
度
は
大
郷
小
、
南
山
形

小
、第
七
中
に
配
備
す
る
。
現
在
、

市
内
全
域
に
配
備
す
る
考
え
は
な

い
が
、
屋
外
拡
声
器
の
有
効
性
が

確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
検
討
が

必
要
に
な
る
。

　
　
　
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
度
以

降
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
７０

免
許
返
納
者
タ
ク
シ
ー
券
支
給

事
業�

３
１
９
万
円

　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る

た
め
、
７０
歳
以
上
の
運
転
免
許

返
納
者
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
券

を
支
給
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

歳
以
上
の
方
へ
、
５
０
０
０
円
の

タ
ク
シ
ー
券
を
１
回
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。
対
象
人
数
は
、
平
成

２８
年
の
市
内
の
７０
歳
以
上
の
免
許

返
納
者
約
６
０
０
人
と
同
数
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
シ

ル
バ
ー
定
期
券
助
成
と
、
タ
ク

シ
ー
券
支
給
事
業
は
同
時
に
受
け

ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
返
納
し
た

翌
年
度
以
降
も
タ
ク
シ
ー
券
の
支

給
事
業
を
利
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
定
期

券
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
券
は
返

納
後
の
１
回
の
み
の
支
給
と
な
る
。

そ
れ
以
降
は
、
福
祉
有
償
運
送
な

ど
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
平
成
２９
年
度
は
台
南
市
へ

中
学
生
硬
式
野
球
チ
ー
ム
を
派
遣

し
た
が
、
３０
年
度
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２９
年

度
に
参
加
し
た
３
チ
ー
ム
を
中
心

に
、
台
南
市
の
中
学
生
硬
式
野
球

チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
、
交
流
試
合

を
行
い
た
い
。

台
南
市
と
の
交
流
事
業

�

４
６
４
万
円

　
台
南
市
と
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
台
南
市
の
中
学
生
硬

式
野
球
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る

と
と
も
に
、
台
南
市
へ
経
済
・

市
民
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
す
。

委
員

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
伝
統
工
芸
産
業
修
行
者
支

援
給
付
金
の
具
体
的
な
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
計
上

さ
れ
た
給
付
金
１
５
０
万
円
は
、

何
人
分
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統

伝
統
工
芸
産
業
後
継
者
育
成

支
援
事
業�

３
７
０
万
円

　
伝
統
工
芸
産
業
の
活
性
化
と

後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、
学

生
と
職
人
の
交
流
事
業
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
、
後
継
者
が
不
足
し
て
い

る
業
種
を
対
象
に
し
た
、
修
行

者
へ
の
給
付
金
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

工
芸
産
業
の
中
で
も
、
特

に
後
継
者
が
い
な
い
零
細

な
業
種
で
、
早
急
に
技
術

の
伝
承
や
後
継
者
の
育
成

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

和
傘
・
漆
・
の
こ
ぎ
り
・

特
技
木
工
の
４
業
種
が
対

象
で
あ
る
。
技
術
の
習
得

に
取
り
組
み
、
将
来
的
に

事
業
継
承
、
ま
た
は
市
内

で
の
独
立
を
目
指
す
修
行

者
に
対
し
て
、
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
給
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
、
平
成
３０
年
度
は

１
人
分
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
、
寄
付
の
増
加
に
努
め

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
経
費
も
増

え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
手
数
料
は
、

事
業
者
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、

経
費
は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
若
干

増
え
る
が
、
複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

８
億
９
１
８
３
万
円

　
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
魅
力
的
な
お
礼
の
品
の
充
実

を
図
り
、
目
標
と
す
る
寄
付
金

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

▲台南市で開催された台南市巨人杯国際青少年野球大会

▲補助事業を活用して改修されたごみ集積所
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保
育
士
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
事
業
だ
と
思
う
が
、
永
続

的
な
事
業
な
の
か
。
ま
た
、
ど
の

く
ら
い
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
不
足

が
解
消
さ
れ
る
ま
で
を
め
ど
と
し

て
お
り
、
民
間
立
保
育
所
が
８
園

で
１９
人
、
認
定
こ
ど
も
園
が
５
園

で
１１
人
、
総
数
３０
人
と
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
　
ど
の
程
度
の
利
用
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
民
間
立
保
育

園
１２
園
、
認
定
こ
ど
も
園
８
園
か

ら
利
用
し
た
い
と
の
希
望
が
あ
る
。

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
費

補
助
金�

１
５
７
９
万
円

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
、

民
間
立
保
育
所
な
ど
の
事
業
者

が
、
宿
舎
を
借
り
上
げ
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

保
育
士
ト
ラ
イ
ア
ル
制
度
補
助
金

�

２
３
４
万
円

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
、

潜
在
保
育
士
を
短
期
間
雇
用
し

実
務
研
修
を
行
う
場
合
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
の
か
。

除
雪
車
運
行
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

�

２
７
０
０
万
円

　
除
雪
車
の
運
行
管
理

や
市
民
へ
の
情
報
提
供

を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
除

雪
車
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
空
き
家
に
さ
せ
な
い
施
策

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
所
有
者
の
意
向

も
確
認
し
な
が
ら
、
関
係
部
署
と

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
連
携
を

密
に
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
等
対
策
推
進
事
業

�

２
２
８
９
万
円

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
を
促

進
し
、
老
朽
危
険
空
き
家
な
ど

の
除
却
や
、
市
街
化
区
域
に
お

け
る
優
良
な
宅
地
創
出
に
向
け

た
空
き
家
の
除
却
に
支
援
し
ま

す
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　
複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
、
寄
付
の
増
加
に
努
め

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
経
費
も
増

え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
手
数
料
は
、

事
業
者
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、

経
費
は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
若
干

増
え
る
が
、
複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

８
億
９
１
８
３
万
円

　
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
魅
力
的
な
お
礼
の
品
の
充
実

を
図
り
、
目
標
と
す
る
寄
付
金

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
寄
付
の

増
加
が
見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
の
運
営
事
業
者
に
全
て
の
業

務
を
一
括
し
て
委
託
し
て
い
た
が
、

複
数
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
に
伴
い
、
返
礼
品
の
発

注
業
務
は
、
地
元
事
業
者
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
。

公
共
交
通
利
用
促
進
対
策
事
業

�

２
９
４
５
万
円

　
生
活
交
通
の
確
保
と
地
域
活

性
化
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
や
、バ
ス
の
利
用
促

進
に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
高
齢
者
の
生
活
交

通
の
確
保
は
切
実
な
課
題

で
あ
る
。
公
共
交
通
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

に
、
今
後
、
ど
う
応
え
て

い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
区

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
が

来
て
い
る
が
、
地
区
に

よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
異
な
る

た
め
、
地
域
の
人
と
十
分

に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
福
祉
部
門
と
十
分

に
連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
除
雪
車
の
運
行
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
除
排
雪

の
効
率
化
や
、
市
民
へ
の
作
業
状

況
の
情
報
提
供
な
ど
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
　
　
寒
河
江
市
で
は
、
要
介
護

の
独
居
高
齢
者
宅
前
に
で
き
る
だ

け
除
雪
し
た
雪
を
置
か
な
い
、
思

い
や
り
除
雪
を
始
め
て
い
る
が
、

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

同
様
の
対
応
が
可
能
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
の
場
合
、

同
一
要
件
で
は
相
当
な
世
帯
数
と

な
り
、
除
雪
延
長
も
長
く
、
除
雪

時
間
が
大
幅
に
伸
び
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
一
斉
除
雪
で
の

対
応
は
難
し
い
。

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

▲山形の豊かな気候で育まれたシャインマスカット

▲除雪車運行管理システムを導入し雪に強いまちづくりを目指す
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中
学
校
へ
の
部
活
動
指
導

員
の
配
置
方
針
は
定
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県
と
準

備
を
進
め
て
お
り
、
身
分
は
特
別

職
の
非
常
勤
職
員
で
、
教
育
職
員

免
許
、
日
本
体
育
協
会
な
ど
の
認

定
の
指
導
者
資
格
、
学
校
の
部
活

動
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指
導

経
験
な
ど
を
有
す
る
者
の
う
ち
、

学
校
長
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
す

る
者
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県

で
は
、
勤
務
時
間
を
年
間
上
限
２

１
０
時
間
、
週
３
日
、
１
日
２
時

間
と
想
定
し
て
お
り
、
２
分
の
１

の
中
学
校
に
配
置
す
る
予
定
で
あ

る
た
め
、
本
市
は
７
、
８
校
が
対

象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
就
業
の
縛
り
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
職
業
と

部
活
動
指
導
員
を
兼
務
で
き
る
方

と
考
え
て
お
り
、
就
業
の
縛
り
は

設
け
な
い
方
向
で
あ
る
。

教
職
員
働
き
方
改
革
推
進
事
業

�

２
９
５
万
円

　
教
職
員
の
部
活
動
指
導
に
係

る
負
担
の
軽
減
と
、
部
活
動
の

質
的
な
向
上
を
図
る
た
め
、
中

学
校
に
部
活
動
指
導
員
を
配
置

し
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　
平
成
３０
年
度
か
ら
包
括
業

務
委
託
が
始
ま
る
が
、
上
下
水
道

部
の
職
員
が
行
う
べ
き
業
務
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
収
納
業
務
な
ど

に
お
い
て
、
停
水
業
務
な
ど
の
職

員
が
最
終
判
断
す
べ
き
業
務
は
、

職
員
が
行
っ
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

�

９０
億
１
１
９
４
万
円

　
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
の
業
務
や
、
老

朽
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

上
下
水
道
部
長

　
　
　
消
防
団
員
へ
の
費
用
弁
償

の
支
給
方
法
は
、
平
成
３０
年
度
か

ら
見
直
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３０
年
度
か

ら
実
費
支
給
に
改
善
し
て
い
き
た

い
。 消

防
団
員
処
遇
改
善
事
業

�

１
億
７
４
２
万
円

　
若
年
層
の
報
酬
と
災
害
防
御

活
動
に
対
す
る
費
用
弁
償
の
引

き
上
げ
を
継
続
し
て
行
い
、
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
ま

す
。

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

　
　
　
農
地
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発

支
援
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
主
に
水
田
を
対
象
と

し
た
事
業
で
、
農
地
の
集
約
化
に

向
け
て
、
農
地
情
報
を
可
視
化
す

る
た
め
、
現
在
、
山
形
農
協
が
進

農
地
集
約
化
・
本
作
化
支
援
事
業

�

２
億
１
５
２
９
万
円

　
農
業
経
営
の
安
定
化
と
食
料

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
転

作
作
物
へ
の
助
成
に
よ
る
団
地

化
の
推
進
の
ほ
か
、
法
人
な
ど

が
行
う
農
業
機
械
導
入
へ
の
支

援
や
、
農
地
情
報
シ
ス
テ
ム
開

発
な
ど
へ
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
創
造
都
市
の
拠
点

と
し
て
旧
第
一
小
の
活
用

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
歴
史
的
建
造
物
を
活

用
す
る
に
当
た
り
、
支
障

は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
旧
第
一

小
は
、
登
録
文
化
財
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
外
観
を
変

え
ら
れ
な
い
な
ど
の
制
限

が
あ
る
が
、
登
録
文
化
財

の
価
値
を
前
面
に
出
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
改
修
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

委
員

文
化
振
興
課
長

め
よ
う
と
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
開

発
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
農
地
情
報
は
農
業
委
員
会

か
ら
提
供
を
受
け
、
山
形
市
農
業

振
興
協
議
会
で
運
用
し
、
活
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

創
造
都
市
推
進
事
業

�

１
０
０
０
万
円

　
文
化
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟

が
認
定
さ
れ
た
映
画
分
野
を
基

軸
と
し
た
創
造
都
市
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
な
ど

の
周
知
に
努
め
て
い
る
が
、
平
成

３０
年
度
は
ど
の
よ
う
な
周
知
・
広

報
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、‌

公
共
施
設
な
ど
の
ト
イ
レ
に
貼
り

付
け
し
て
い
る
。
３０
年
度
は
名
刺

サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
場
所
へ
の
設

置
や
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
の

際
に
配
布
す
る
計
画
で
あ
る
。

２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
事
業　
１
２
０
２
万
円

　
け
が
や
病
気
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
の
電
話
相
談
を
２４
時

間
３
６
５
日
実
施
し
ま
す
。

委
員

通
信
指
令
課
長

　
　
　
平
成
３０
年
度
も
山
形
大
学

に
１
億
円
を
寄
付
す
る
が
、
山
形

大
学
か
ら
は
収
支
な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報
提
供
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
５
月
の
新

聞
報
道
後
、
山
形
大
学
に
対
し
て

電
話
や
訪
問
に
よ
る
情
報
開
示
な

ど
の
依
頼
を
１０
回
以
上
行
っ
て
い

る
が
、
収
支
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

次
世
代
型
医
療
用
重
粒
子
線
照
射

装
置
施
設
整
備
支
援
事
業　
１
億
円

　
山
形
大
学
医
学
部
が
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る
重
粒
子
線
に

よ
る
が
ん
治
療
照
射
装
置
の
整

備
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

委
員

健
康
課
長

▲創造都市の拠点として活用を検討している旧第一小学校

　本会議場には、中継用のカメラが３カ所に設
置されていて、会議の進行に合わせて本会議場
を見渡せる録音室でカメラの操作をしているよ。
　山形市議会のホームページでインターネット
による生中継・録画中継を配信しているから視
聴してみてね！

A

▲録音室でのカメラ操作の様子

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ教えて！！

本会議の中継は
どこで操作してるベニ？Q
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債
務
負
担
行
為
に
よ
る
５

億
円
の
支
出
に
は
賛
成
し
た
が
、

成
果
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合

は
、
寄
付
を
や
め
て
も
よ
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
、

診
療
開
始
に
当
た
っ
て
成
果
が
望

め
な
い
よ
う
な
事
態
で
は
な
い
と

判
断
し
て
お
り
、
現
行
の
ま
ま
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

◆
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成

３０
年
度
山
形
市
一
般
会
計
予
算
が

可
決
さ
れ
た
後
、
同
予
算
に
対
す

る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
提
案
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、

採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
附
帯
決
議
（
要
旨
）

　
次
世
代
型
医
療
用
重
粒
子
線
照

射
装
置
施
設
整
備
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
次
の
点
に
十
分
留
意
し
た

対
応
を
求
め
る
。

１　
患
者
数
の
推
計
や
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
医
療
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等

に
お
け
る
計
画
や
目
標
値
、
費
用

対
効
果
や
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報

収
集
を
行
う
こ
と
。

２　
市
は
得
た
各
種
情
報
の
開
示

を
行
い
な
が
ら
、
状
況
の
変
化
や

今
後
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
一
層

検
討
・
協
議
を
進
め
、
的
確
な
事

業
の
推
進
と
予
算
の
執
行
に
努
め

る
こ
と
。

委
員

市
民
生
活
部
長

　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
な
ど

の
周
知
に
努
め
て
い
る
が
、
平
成

３０
年
度
は
ど
の
よ
う
な
周
知
・
広

報
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、‌

公
共
施
設
な
ど
の
ト
イ
レ
に
貼
り

付
け
し
て
い
る
。
３０
年
度
は
名
刺

サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
場
所
へ
の
設

置
や
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
の

際
に
配
布
す
る
計
画
で
あ
る
。

２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
事
業　
１
２
０
２
万
円

　
け
が
や
病
気
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
の
電
話
相
談
を
２４
時

間
３
６
５
日
実
施
し
ま
す
。

委
員

通
信
指
令
課
長

　
　
　
平
成
３０
年
度
も
山
形
大
学

に
１
億
円
を
寄
付
す
る
が
、
山
形

大
学
か
ら
は
収
支
な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報
提
供
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
５
月
の
新

聞
報
道
後
、
山
形
大
学
に
対
し
て

電
話
や
訪
問
に
よ
る
情
報
開
示
な

ど
の
依
頼
を
１０
回
以
上
行
っ
て
い

る
が
、
収
支
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

次
世
代
型
医
療
用
重
粒
子
線
照
射

装
置
施
設
整
備
支
援
事
業　
１
億
円

　
山
形
大
学
医
学
部
が
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る
重
粒
子
線
に

よ
る
が
ん
治
療
照
射
装
置
の
整

備
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

委
員

健
康
課
長ン

は
、
意
思
決
定
の
過
程

で
の
会
議
資
料
の
た
め
開

示
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。し
か
し
、３０
年
４

月
か
ら
前
立
腺
が
ん
や
頭

頸
部
の
が
ん
に
対
す
る
重

粒
子
線
治
療
に
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
見
通
し
が
あ

る
た
め
、
再
度
、
収
支
の

見
込
み
を
立
て
直
す
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

公
金
が
寄
付
さ
れ
て
い
る

点
、
ま
た
、
市
民
へ
説
明

が
必
要
な
点
を
考
慮
し
、

情
報
を
公
開
し
て
も
ら
え

る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

▲活発に意見交換を行った議員研修会

議員研修会を開催
に山形市議会議員研修会を開催しました。
　はじめに、議員選挙の無投票当選割合の増加や議
員のなり手不足、議員定数の削減などによる議会の
劣化現象、高知県大川村における議会に代わる「町
村総会」設置の検討など、自治体議会の現状につい
て解説がありました。
　また、山形市議会でも制定している議会基本条例
の実践や検証をはじめ、国の「議院内閣制」とは異
なる地方自治体における「二元代表制」の追求によ
る議会の強化や改革を行い、執行機関への質問だけ
ではなく、議員同士の討議を中心とした議会運営な
ど、監視型議会から政策提言できる議会への変革が
求められていることなど、具体例を示しながら、ご
講演いただきました。

　平成３０年２月１３日に、三重県地方自治研究センター
上席研究員の髙

たか
沖
おき
秀
ひで
宣
のぶ
氏を講師に迎え、「今後の議

会改革－議会基本条例の検証を踏まえて」をテーマ

▲医師や看護師などが２４時間３６５日相談に対応
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市
民
生
活
に
直
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

補 正 予 算

３月の主な補正予算
一般会計 ２２億６，６８８万円

●小学校校舎改築事業（千歳小）
　�  １１億２，６１１万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●‌�中学校空調設備改修事業（第一中・第八中・
第九中・第十中・金井中・蔵王一中）
　�  ５億４７３万円
●除排雪等委託料
　�  ４億７，６００万円
●‌�小学校トイレ改修事業（西小・出羽小・東沢
小・滝山小・本沢小）　�  １億８，９９５万円
●ふるさと納税推進事業
　�  ８，０５８万円
●‌�地籍調査事業（浸水想定区域：楯山地区（青
柳・新開）、南沼原地区（沼木・中沼など））

　�  ３，５７２万円

▲平成２９年１０月に本格稼働したエネルギー回収施設立谷川

論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
数
年
、
み

は
ら
し
の
丘
や
菅
沢
、八
森
な
ど
、

地
元
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
路
線

変
更
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
路

線
変
更
に
向
け
た
具
体
的
な
話
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
国
の
補
正
予

算
は
一
時
的
な
も
の
な
の
か
。
そ

れ
と
も
、
恒
常
的
に
優
先
度
を
決

め
て
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
く

方
針
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
に
お
け
る
予

算
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

近
年
は
、
補
正
で
の
対
応
と
な
っ

て
い
る
。
国
で
は
中
長
期
的
な
地

籍
整
備
の
推
進
に
関
す
る
検
討
が

行
わ
れ
て
お
り
、
優
先
地
域
な
ど

戦
略
的
な
整
備
の
方
向
性
が
示
さ

れ
る
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
、
市
の
計
画

の
見
直
し
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

企
画
調
整
課
長

地
籍
調
査
事
業

�

３
５
７
２
万
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
調
査
区
の
う
ち
、
浸
水
想
定

区
域
に
該
当
す
る
５
調
査
区
を

前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

地
籍
調
査
室
長

量
が
低
く
、
売
電
量
が
少
な
か
っ

た
。
今
後
、
詳
細
な
原
因
を
調
査

し
て
い
く
。

　
　
　
幹
線
道
路
や
通
学
路
な
ど

は
市
で
除
排
雪
を
行
う
な
ど
、
市

と
町
内
会
で
除
排
雪
す
る
場
所
を

住
み
分
け
し
て
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
の
よ
う

町
内
会
等
除
排
雪
対
策
事
業

�

５
０
０
万
円

　
生
活
道
路
な
ど
の
除
排
雪
作

業
を
実
施
す
る
町
内
会
な
ど
に

支
援
す
る
た
め
の
予
算
を
増
額

し
ま
す
。

委
員

広
報
課
長

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

施
設
立
谷
川
の
売
電
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

み
質
が
計
画
値
よ
り
低
質

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ご

み
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱

山
形
広
域
環
境
事
務

組
合
負
担
金

△
１
億
１
３
４
１
万
円

　
平
成
２８
年
度
繰
越
金

の
確
定
な
ど
に
伴
う
予

算
の
減
額
で
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

な
豪
雪
の
場
合
に
は
、
幹
線
道
路

は
道
路
維
持
課
を
中
心
に
、
生
活

道
路
は
道
路
維
持
課
を
補
完
す
る

意
味
で
町
内
会
が
、
市
の
報
償
費

を
活
用
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
町
内
会
で
の
除
排
雪
に
は

ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

費
用
の
支
払
い
な
ど
の
問
題
で
、

町
内
会
が
申
請
を
思
い
悩
む
こ
と

が
な
い
よ
う
、
申
請
方
法
な
ど
の

工
夫
改
善
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
に
支
給
方

法
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
概
算

払
い
や
事
後
申
請
も
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
今
後
も
町
内
会
か
ら
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
工
夫
し
て

実
施
し
て
い
く
。

委
員

広
報
課
長

　
　
　
平
成
２９
年
度
の
補
助
対
象

路
線
は
１２
路
線
と
の
こ
と
だ
が
、

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

�

３
２
５
７
万
円

　
生
活
バ
ス
路
線
の
赤
字
分
を

バ
ス
事
業
者
へ
補
助
し
ま
す
。

委
員

こ
こ
数
年
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
路
線
は
市

内
に
５３
路
線
あ
り
、
国
と
県
が
補

助
し
て
い
る
赤
字
路
線
が
１３
路
線
、

市
が
補
助
し
て
い
る
赤
字
路
線
が

１２
路
線
で
、
残
り
の
２８
路
線
が
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
赤
字
路
線
は

こ
こ
数
年
１１
、
１２
路
線
で
推
移
し

て
い
る
。

　
　
　
赤
字
路
線
を
減
ら
す
た
め
、

地
元
の
要
望
な
ど
を
十
分
に
聞
い

た
上
で
、
山
形
市
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
路
線
変
更
な
ど
の
議

企
画
調
整
課
長

委
員

　
　
　
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

未
改
修
の
学
校
は
何
校
残
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度
に

４
校
、
２８
年
度
が
２
校
、
２９
年
度

は
１１
校
の
改
修
を
行
っ
た
。
今
後

は
、
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
に
よ

る
５
校
と
、
３１
年
度
に
予
定
し
て

い
る
５
校
で
完
了
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

�

１
億
８
９
９
５
万
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
５
校
の
ト
イ
レ
改
修
を
、
前

倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
改
修
は
、
整
備
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
の
前

倒
し
で
の
実
施
に
よ
り
、
整
備
計

画
通
り
に
進
ん
で
い
る
状
況
と
な

る
。 中

学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

�

５
億
４
７
３
万
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
６
校
の
空
調
設
備
の
改
修
を
、

前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

８
０
５
８
万
円

　
　
　
除
雪
回
数
が
多
い
山
間
地

域
で
は
、
ど
の
よ
う
に
業
者
を
配

置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
間
地
域
で
は
、‌

相
応
の
機
械
を
有
し
て
い
る
５７
業

者
で
対
応
し
て
お
り
、
全
体
で
は

１
０
０
業
者
に
委
託
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
は
、
山
間
部
の
稼
動
と

同
様
、
市
街
地
で
も
路
面
整
正
を

含
む
除
排
雪
な
ど
に
、
相
当
多
く

出
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

除
排
雪
等
委
託
料

�

４
億
７
６
０
０
万
円

　
今
後
の
降
雪
に
備
え
る
た
め
、

予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
雨
水
管
渠
整
備
事
業
の
計

画
に
対
す
る
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年

度
末
の
面
的
な
整
備
率
の
見
込
み

は
約
３０
・
４
％
で
あ
る
が
、
主
要

な
管
渠
の
整
備
延
長
に
お
け
る
整

備
率
は
約
８１
・
６
％
と
順
調
に
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
接

続
す
る
枝
管
を
整
備
す
る
方
針
で
、

浸
水
被
害
が
起
き
て
い
る
地
域
を

優
先
的
に
整
備
し
て
い
く
。

（
公
共
下
水
道
事
業
会
計
）

雨
水
管か
ん
渠き
ょ
整
備
事
業　
２
億
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
雨
水
管
渠
整
備
を
、
前
倒
し

で
行
い
ま
す
。

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長
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▲寄付者から好評を得ているフルーツ先行予約のさくらんぼ

は
天
候
な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る

た
め
、
提
供
事
業
者
な
ど
と
十
分

に
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
天
候
が

不
順
で
も
、
確
実
に
準
備
で
き
る

箱
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
２
月

２８
日
時
点
で
、
雪
下
ろ
し
の
交
付

決
定
が
３６
件
、
審
査
中
が
１２
件

で
、
間
口
処
理
は
審
査
中
が
１
件

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
今
回
の
補
正
で
は
、
ど
の

く
ら
い
の
交
付
件
数
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
豪
雪

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
過
去
５

回
の
実
績
に
基
づ
き
、
雪
下
ろ
し

を
１
４
０
件
程
、
間
口
処
理
は
７０

件
程
を
見
込
ん
で
い
る
。

高
齢
者
、心
身
障
が
い
及
び
母
子
世
帯

雪
下
ろ
し
等
補
助
金�

３
４
９
万
円

　
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
に
伴

い
、
一
定
の
基
準
の
も
と
、
高

齢
者
な
ど
の
世
帯
が
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
間
口
に
残
っ
た
雪

の
処
理
を
行
う
場
合
に
補
助
す

る
た
め
の
予
算
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

未
改
修
の
学
校
は
何
校
残
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度
に

４
校
、
２８
年
度
が
２
校
、
２９
年
度

は
１１
校
の
改
修
を
行
っ
た
。
今
後

は
、
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
に
よ

る
５
校
と
、
３１
年
度
に
予
定
し
て

い
る
５
校
で
完
了
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

�

１
億
８
９
９
５
万
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
５
校
の
ト
イ
レ
改
修
を
、
前

倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
改
修
は
、
整
備
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
の
前

倒
し
で
の
実
施
に
よ
り
、
整
備
計

画
通
り
に
進
ん
で
い
る
状
況
と
な

る
。 中

学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

�

５
億
４
７
３
万
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
６
校
の
空
調
設
備
の
改
修
を
、

前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�
８
０
５
８
万
円

　
　
　
フ
ル
ー
ツ
の
先
行

予
約
に
当
た
り
、
提
供
事

業
者
か
ら
出
荷
数
を
確
保

す
る
の
が
大
変
で
あ
る
な

ど
の
話
は
出
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
農
産
物
は
天
候
に

左
右
さ
れ
る
と
思
う
が
、

確
実
に
準
備
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
直
接
そ
の
よ
う
な
話
は

聞
い
て
い
な
い
。
農
産
物

　
フ
ル
ー
ツ
先
行
予
約

な
ど
に
よ
り
寄
付
額
が

増
え
た
こ
と
か
ら
、
予

算
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　
除
雪
回
数
が
多
い
山
間
地

域
で
は
、
ど
の
よ
う
に
業
者
を
配

置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
間
地
域
で
は
、‌

相
応
の
機
械
を
有
し
て
い
る
５７
業

者
で
対
応
し
て
お
り
、
全
体
で
は

１
０
０
業
者
に
委
託
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
は
、
山
間
部
の
稼
動
と

同
様
、
市
街
地
で
も
路
面
整
正
を

含
む
除
排
雪
な
ど
に
、
相
当
多
く

出
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

除
排
雪
等
委
託
料

�

４
億
７
６
０
０
万
円

　
今
後
の
降
雪
に
備
え
る
た
め
、

予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
雨
水
管
渠
整
備
事
業
の
計

画
に
対
す
る
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年

度
末
の
面
的
な
整
備
率
の
見
込
み

は
約
３０
・
４
％
で
あ
る
が
、
主
要

な
管
渠
の
整
備
延
長
に
お
け
る
整

備
率
は
約
８１
・
６
％
と
順
調
に
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
接

続
す
る
枝
管
を
整
備
す
る
方
針
で
、

浸
水
被
害
が
起
き
て
い
る
地
域
を

優
先
的
に
整
備
し
て
い
く
。

（
公
共
下
水
道
事
業
会
計
）

雨
水
管か
ん
渠き
ょ
整
備
事
業　
２
億
円

　
平
成
３０
年
度
に
予
定
し
て
い

た
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
雨
水
管
渠
整
備
を
、
前
倒
し

で
行
い
ま
す
。

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

６月１４日（木）
　　～６月２９日（金）

６月定例会の日程
（予定）
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霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
へ
の
保

健
所
設
置
に
伴
う
駐
車
場
不
足
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
駐
車
場
は

不
足
し
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
霞
城
セ
ン
ト
ラ

ル
の
立
体
駐
車
場
と
東
口
交
通
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
で
足
り
る
と
想
定

し
て
い
る
。
県
の
新
文
化
施
設
の

建
設
な
ど
も
あ
る
た
め
、
保
健
所

ま
で
の
動
線
も
含
め
、
市
民
に
不

便
や
混
乱
を
来
た
さ
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
く
。

　
　
　
中
核
市
に
移
行
後
の
ガ※

バ

ナ
ン
ス
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
連
携
中
枢

都
市
圏
の
位
置
付
け
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
中
核
市
移
行
の

大
き
な
目
的
は
、
市
民
福
祉
の
向

上
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
圏

域
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う
こ

と
で
あ
る
。
中
核
市
移
行
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
健
康
医
療
先
進
都

市
の
礎
を
築
き
な
が
ら
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今

後
も
全
庁
的
な
検
討
や
住
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

く
ら
し

保
健
所
設
置
工
事
の

請
負
契
約
を
締
結

委
員

中
核
推
進
課
長

委
員

中
核
推
進
課
長

　
　
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

有
効
枚
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
ま
た
、
自
動
交
付
機
に
よ
る

証
明
書
発
行
枚
数
は
年
間
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
有
効
枚
数
は
、
平
成
３０
年
２

月
末
で
約
４
５
０
０
枚
と
な
る
。

ま
た
、
自
動
交
付
機
の
利
用
件
数

は
、
２９
年
１
月
か
ら
１２
月
で
約
１

０
０
０
件
あ
り
、住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
枚
数
は

全
体
の
約
０
・
５
％
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
自
動
交
付
機
の
利
用

登
録
を
し
て
い
る
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
う
ち
、
自
動
交
付
機
が

廃
止
に
な
る
３１
年
１
月
以
降
も
有

効
な
枚
数
は
約
１
８
５
０
枚
と
な

る
。

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
３０
年
６
月
頃
に
、
３１

年
１
月
以
降
も
有
効
な
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
所
持
者
に
対
し
、

個
別
通
知
を
す
る
ほ
か
、
広
報
や

ま
が
た
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
な
ど
、
周
知
漏
れ
が
な
い
よ
う

努
め
て
い
く
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
な
ど
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

　
　
　
保
険
料
の
負
担
が
大
き
く
、

引
き
下
げ
を
望
む
声
も
あ
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
で
基
金
残
高

が
４
億
５
０
０
０
万
円
程
度
と

な
っ
た
た
め
、
一
部
を
取
り
崩
し

て
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
保
険
料
に
充
当
す
る
軽
減
策
を

行
っ
て
い
る
。 福

祉

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
の

平
成
３０
年
度
〜
３２
年
度

介
護
保
険
料
を
設
定

委
員

介
護
保
険
課
長

　
　
　
保
険
料
を
据
え
置
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
化
に
伴
い
、‌

認
定
者
の
増
加
に
よ
る
介
護
給
付

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

保
険
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
１
５
０
円
ほ
ど
上
昇
を
抑
え

て
い
る
。

　
　
　
保
険
料
の
段
階
区
分
を
９

段
階
以
上
に
増
や
し
、
本
人
の
支

払
い
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
段
階
の
所
得

割
合
は
、
お
お
む
ね
国
と
同
じ
状

況
で
あ
り
、
多
段
階
化
し
て
も
保

険
料
を
大
き
く
引
き
下
げ
る
効
果

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

委
員

介
護
保
険
課
長

委
員

介
護
保
険
課
長

常任委員会

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会で

※　ガバナンス…統治。管理。また、そのための機構や方法。

▲平成３０年１２月末で撤去となる自動交付機
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中
、
市
長
の
権
限
で
指
定
が
可
能

な
土
地
で
、
最
大
限
確
保
で
き
る

区
域
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
つ
の
区
域
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
、
市

街
化
調
整
区
域
で
は
、
事
務
所
な

ど
の
新
規
の
立
地
は
難
し
か
っ
た
。

今
回
、
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

実
情
な
ど
を
勘
案
し
、
立
地
が
可

能
な
用
途
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
農
業
振
興
の
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
山
形
市
農
業
振
興
公
社
へ

出
資
し
て
い
た
１０
億
４
５
０
０
万

円
の
使
途
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
山
形
市
農
業
振
興
公

社
へ
出
資
し
て
い
た
１０
億
４
５
０

０
万
円
の
う
ち
、
４
億
円
を
農
業

戦
略
推
進
基
金
に
、
残
り
の
６
億

４
５
０
０
万
円
は
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
。
な
お
、
農
業
戦

略
推
進
基
金
に
不
足
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
す
る
予
定
で
あ
る
。

委
員

都
市
政
策
課
長農

林
・
水
産

農
業
戦
略
推
進
基
金
の

設
置
で
農
業
振
興
を
推
進

委
員

農
政
課
長

　
　
　
山
形
市
農
業
振
興
公
社
へ

の
出
資
の
目
的
を
考
え
れ
ば
、
全

額
を
農
業
戦
略
推
進
基
金
に
積
み

立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
農
業
戦
略

本
部
の
中
で
、
農
業
戦
略
推
進
基

金
に
つ
い
て
丁
寧
な
話
し
合
い
は

行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
と
山
形
市
農
業

協
同
組
合
、
山
形
農
業
協
同
組
合

は
、
山
形
市
農
業
振
興
公
社
の
社

員
で
あ
り
、
両
組
合
長
は
農
業
戦

略
本
部
の
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
山
形
市
農
業
振
興
公
社
の

幹
事
会
な
ど
に
は
農
業
委
員
会
会

長
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

構
成
の
中
で
話
し
合
い
を
続
け
て

き
た
結
果
、
今
回
の
基
金
設
置
に

至
っ
て
い
る
。
今
後
、
農
業
戦
略

本
部
で
、
山
形
市
農
業
振
興
公
社

の
あ
り
方
や
運
営
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
山
形
市
農
業
振
興
公
社
は

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
指
定
管

理
者
と
し
て
業
務
を
続
け
る
こ
と

に
支
障
は
で
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
山
形
市
農
業
振
興
公

社
に
は
、
本
市
か
ら
運
営
費
の
補

助
金
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
運
営
に
お
い
て
、
懸
念
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

農
政
課
長

委
員

農
政
課
長

　
　
　
民
間
活
力
を
導
入
す
る
公

募
設
置
管
理
制
度
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ−

Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
活
用
は
、
ど
の
公
園
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
広
域
的
な
利
用

者
の
集
客
・
収
益
な
ど
を
考
慮
し
、

現
在
で
も
来
園
者
の
多
い
、
大
規

模
な
公
園
で
の
活
用
を
想
定
し
て

い
る
。

ま
ち
づ
く
り

Ｐ※
１ａ
ｒ
ｋ−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
よ
る

公
募
対
象
の
公
園
施
設
建
ぺ
い
率
の

特
例
を
設
定

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
汚
染
土
壌
処
理
業
の
譲
渡

な
ど
に
係
る
承
認
申
請
の
手
数
料

を
新
た
に
定
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
、
事
業

の
認
可
や
譲
渡
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た

が
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
市
の
承
認
に
よ
り
、

地
位
の
承
継
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

環
境
・
衛
生

汚
染
土
壌
処
理
業
の
譲
渡
な
ど
に

係
る
承
認
申
請
手
数
料
を
設
定

委
員

環
境
課
長

　
　
　
産
業
団
地
周
辺
で

の
区
域
の
線
引
き
が
明
確

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
開

発
行
為
に
よ
る
立
地
の
促

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
そ

の
道
路
の
そ
ば
や
近
辺
の

場
所
も
認
め
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た

び
の
ゾ※
２
ー
ニ
ン
グ
は
、
農

振
法
な
ど
の
規
制
が
あ
る

市
街
化
調
整
区
域
内
へ
の

産
業
系
建
築
物
の

建
築
規
制
を
緩
和

委
員

都
市
政
策
課
長

▲さらに利用しやすい公園を目指し、民間活力の導入を検討

　
３
月
定
例
会
で
は
、
山
形
市
獣

医
師
職
員
確
保
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
に
対
し
、
委
員
か
ら
、
中

核
市
へ
の
移
行
後
も
継
続
し
て
獣

医
師
職
員
の
確
保
に
向
け
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
採
用
に
当

た
っ
て
は
、
世
代
の
バ
ラ
ン
ス
や

構
成
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
採
用
・
採
用
内
定

者
の
年
齢
構
成
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
担
当
課
か
ら
、
他
自
治
体
を
経

験
し
た
獣
医
師
を
含
め
、
年
齢
構

成
は
２０
歳
代
か
ら
５０
歳
代
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
大
学
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や
情
報
収
集
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
獣
医
師
の
確
保
に
努

め
て
い
く
、
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
報
告
の
後
、
今
後
の
調
査
・
研

究
項
目
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１９
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
委
員
長
よ
り
、
平
成
２９

年
６
月
３０
日
か
ら
３０
年
３
月
１８
日

ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
中

間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
核
市
移
行
検
討

�

特
別
委
員
会

※１　Ｐａｒｋ−ＰＦＩ…‌�公募設置管理制度。園路、広場などの整備を一体的に行うことを条件に、都市公園内において飲食店、売店などの公園施
設の設置・管理を行う民間事業者を公募により選定する制度。

※２　ゾーニング…区分すること。都市計画などで各地域を用途別に区画すること。11
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３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
７
年
を
迎
え
た
が
、今
な
お
、

多
く
の
被
災
住
民
が
避
難
生
活
を

意
見
書
（
要
旨
）

区
域
内
避
難
者
へ
の
東
電
拠
出
の
５０
億
円

の
家
賃
賠
償
の
新
制
度
を
区
域
外
避
難
者

へ
も
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
２３
年
３
月
に
発
令
さ
れ
た

「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
は
解

除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
故
の
収
束

の
見
通
し
も
立
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
放
射
能
に
よ
る
健
康
不
安
か

ら
、
帰
還
を
希
望
す
る
避
難
者
が

避
難
元
に
安
心
し
て
帰
る
こ
と
が

で
き
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
平
成
２４
年
６
月
に
成
立
し
た

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支

援
法
」
で
は
、
被
災
者
一
人
ひ
と

り
が
居
住
の
継
続
、
避
難
や
帰
還

の
選
択
を
自
ら
の
意
思
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
て
お
り
、
新

制
度
に
よ
る
避
難
区
域
内
外
の
支

援
格
差
が
生
ず
る
こ
と
は
、
法
の

趣
旨
か
ら
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　
よ
っ
て
、
国
及
び
福
島
県
に
お

い
て
は
、
避
難
区
域
内
避
難
世
帯

に
対
し
て
、
東
京
電
力
が
５０
億
円

を
拠
出
し
て
実
施
す
る
新
た
な
家

賃
支
援
策
に
つ
い
て
、
区
域
内
、

区
域
外
を
問
わ
ず
支
援
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

　
昨
年
の
通
常
国
会
で
主
要
農
作

物
種
子
法
（
種
子
法
）
廃
止
法
が

成
立
し
た
。

　
種
子
法
は
、
国
や
都
道
府
県
の

種
子
に
対
す
る
公
的
役
割
を
明
確

に
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
農
民
の
生
産
・
販
売
活
動

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に

よ
り
、
試
験
場
等
の
取
り
組
み
が

後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
万

全
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る「
種

子
」を
民
間
企
業
に
委
ね
た
場
合
、

農
家
は
特
許
料
を
払
わ
な
け
れ
ば

種
子
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
強

く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
農
家
の
生
産
意
欲
と
品
質
向
上

へ
の
努
力
に
大
き
な
役
割
を
担
う

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の

対
策
を
求
め
る
意
見
書

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
１
号
新
規

区域内避難者への東電拠
出の５０億円の家賃賠償の
新制度を区域外避難者へ
も拡充することを国に求
める意見書の提出に関す
ることについて

今野　誠一
佐藤　秀明 総　務 採　択

山形地区平和センター
議長　小野祭樹

第
２
号

新
規
※

種子法廃止に伴う万全の
対策を求めることについ
て 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 採　択
山形地方農民連
会長　吉田吉弘

　３月定例会で審議された請願は、新たに提出された２件です。
各委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

請　　願

●議決の結果は、１３ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。
　なお、請願第１号は、全会一致で採択されました。

「
種
子
」
の
安
定
確
保
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

次
の
事
項
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

１　
試
験
場
等
の
取
り
組
み
が
後

退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
予
算
措

置
等
の
確
保
を
行
う
こ
と
。

２　
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る

「
種
子
」
を
民
間
に
委
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
農
家
へ
の
安
定
供
給
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
無
着

氏
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
無む
ち
ゃ
く着　
道み
ち
子こ 

氏

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
峯み
ね
田た　
典の
り
明あ
き 

氏

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
４
人

の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
次
の
方
の
推
薦
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
安あ

部べ　
信の
ぶ
雄お 

氏

　
勝か
つ
見み　
祐ゆ
う
子こ 

氏

　
金か
な
澤ざ
わ　
孝こ
う
治じ 

氏

　
鈴す
ず
木き　
洋よ
う
子こ 

氏

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
平
成
２９
年
９
月
定
例
会
で
採

択
・
送
付
し
た
請
願
、「
動
物
愛

護
推
進
員
制
度
の
導
入
・
委
嘱
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」お
よ
び
、

２９
年
１２
月
定
例
会
で
採
択
・
送
付

し
た
請
願
、「
猫
の
不
妊
手
術
助

成
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
に
対
す
る
処
理
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
動
物
愛
護
推
進
員
の
委
嘱
に
向

け
て
人
数
及
び
選
出
方
法
等
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

◇
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

後
の
状
況
を
勘
案
し
た
う
え
で
、

殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
施
策
の
一

環
と
し
て
制
度
の
創
設
を
検
討
し

ま
す
。

請
願
の
処
理
状
況（
要
旨
）
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※議第１号、議第２号は３月６日に議決。その他の議案および議会案は３月１９日に議決。

議決議案一覧（３月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号
議第２号

平成２９年度山形市一般会計補正予算、平成２９年度山形市公共下水
道事業会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第３号 平成３０年度山形市一般会計予算　内容は２～７ページをご覧ください。
可決

（全会一致）

議第４号

～

議第１４号

平成３０年度山形市水道事業会計予算、平成３０年度山形市公共下水
道事業会計予算、平成３０年度山形市立病院済生館事業会計予算、
平成３０年度山形市国民健康保険事業会計予算、平成３０年度山形市
後期高齢者医療事業会計予算、平成３０年度山形市介護保険事業会
計予算、平成３０年度山形市区画整理事業会計予算、平成３０年度山
形市財産区会計予算、平成３０年度山形市駐車場事業会計予算、平
成３０年度山形市公設地方卸売市場事業会計予算、平成３０年度山形
市農業集落排水事業会計予算
　内容は２～７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１５号
中核市の指定の申出について
　中核市の指定の申し出を行うことについて、地方自治法の規定
により議決するものです。

可決
（全会一致）

議第１６号 工事請負契約の締結について（（仮称）山形市保健所設置工事） 同意
（全会一致）

議第１７号 市道路線の認定について　９路線について市道に認定するものです。
可決

（全会一致）

議第１８号

あっせんの申立てについて
　東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所およ
び福島第二原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償請求に係
るあっせんを申し立てるため、地方自治法の規定により議決する
ものです。

可決
（全会一致）

議第１９号
山形市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等
を定める条例の設定について
　介護保険法の改正に伴い、指定居宅介護支援などの事業の人員
および運営に関する基準などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２０号
建築基準法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の設定につ
いて
　建築基準法の改正に伴い、関係条例の規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第２１号
山形市印鑑条例の一部改正等について
　住民基本台帳カードを利用した自動交付機による証明書などの
交付サービスを廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第２２号

山形市議会議員及び山形市長の選挙における選挙運動に要する費
用の公費負担に関する条例の一部改正について
　公職選挙法の改正により市議会議員の選挙における選挙運動用
ビラの頒布が可能になったことに合わせ、その作成費用を公費で
負担できるようにするものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
山形市個人情報保護条例の一部改正について
　個人情報の保護に関する法律等の改正の趣旨を踏まえ、個人情
報の定義などについて、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２４号
山形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正につ
いて
　上下水道部および市立病院済生館において採用される任期付短
時間勤務職員へ支給する手当について、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形市職員の退職管理に関する条例の一部改正について
　県費負担教職員が退職した場合における再就職に関する情報の
届け出について規定するものです。

可決
（全会一致）

議第２６号
山形市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
　採用が困難な獣医師の人材確保対策の一環として、初任給調整
手当の最高支給限度額を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第２７号
山形市一般職の職員等の旅費に関する条例の一部改正について
　採用に当たり、移転料などの旅費の支給が必要な職員の範囲を
明確にするものです。

可決
（全会一致）

議第２８号
山形市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正につい
て
　農業振興を戦略的に推進するため、農業戦略推進基金を新たに
設置するものです。

可決
（一覧表参照）

議第２９号 山形市市税条例の一部改正について　地方税法施行規則の改正に伴い、規定を整備するものです。
可決

（全会一致）

議第３０号
山形市手数料条例の一部改正について
　土壌汚染対策法の改正に伴い、汚染土壌処理業の譲渡および譲
受、相続などの承認申請に係る手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３１号
山形市消費生活センター条例の一部改正について
　霞城セントラルへの保健所の設置に伴い、消費生活センターの
実習室を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３２号
山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
　就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に
関する法律の改正に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３３号
山形市介護保険条例の一部改正について
　平成３０年度から３２年度までの第１号被保険者に係る保険料を定
めるとともに、介護保険法の改正による質問検査権の対象範囲の
拡大に合わせ、罰則について所要の改正をするものです。

可決
（一覧表参照）

議第３４号
山形市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正について
　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準に係る省令の改正に合わせ、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３５号

山形市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部改正について
　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準に係る省令の改正に合わせ、所要の改正をするもの
です。

可決
（全会一致）

議第３６号

山形市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準等を定める条例の一部改正について
　指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等に係
る省令の改正に合わせ、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３７号
山形市国民健康保険条例及び山形市基金の設置、管理及び処分に
関する条例の一部改正について
　国民健康保険制度改革に対応するため、国民健康保険に関する
基金の目的などを変更するとともに、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３８号
山形市国民健康保険税条例の一部改正について
　国民健康保険制度改革に関連した地方税法などの改正に伴い、
国民健康保険税の使途などに係る規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３９号
山形市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
　高齢者の医療の確保に関する法律の改正に伴い、後期高齢者医
療の被保険者に係る規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第４０号
山形市道路占用料条例の一部改正について
　道路法施行令の改正に合わせ、市道の占用料の額の改定などを
するものです。

可決
（全会一致）

議第４１号
山形市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について
　市道の占用料の額の改定などに合わせ、法定外公共物の占用料
の額の改定などをするものです。

可決
（全会一致）

議第４２号

山形市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部
改正について
　民間企業による産業系建築物の建築を促進するため、市街化調
整区域内における産業系建築物の建築に係る規制を緩和するもの
です。

可決
（全会一致）

議第４３号
山形市都市公園条例の一部改正について
　都市公園法などの改正に伴い、公募設置管理制度に係る公募対
象公園施設の建ぺい率の特例などを定めるとともに、霞城公園内
の野球場を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第４４号
山形市体育施設使用料条例の一部改正について
　山形市野球場の廃止に伴い、使用料に係る規定を整備するもの
です。

可決
（全会一致）

議第４５号
山形市火災予防条例の一部改正について
　地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、特定
屋外タンク貯蔵所などの設置許可などに係る手数料の額を改定す
るものです。

可決
（全会一致）

議第４６号
山形市一般職の職員に対する退職手当支給条例等の一部改正につ
いて
　一般職の職員に対する退職手当の支給水準を引き下げるものです。

可決
（一覧表参照）

議第４７号 山形市教育委員会委員の任命について　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。
同意

（全会一致）

議第４８号 山形市固定資産評価審査委員会委員の選任について　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。
同意

（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

区域内避難者への東電拠出の５０億円の家賃賠償の新制度を区域外
避難者へも拡充することを求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第２号

種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

◆ ○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆渡邊元議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし。

� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 遠
藤
吉
久
副
議
長

渡
邊

元
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

斎
藤
武
弘

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

石
澤
秀
夫

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議 第 ２８ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ３３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ４６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議会案第２号 × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 可決
請 願 第 ２ 号 × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 採択
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ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
認
定
を
機
に
、

専
門
的
な
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Q

　
　
平
成
３０
年
度
か
ら
文
化
振
興

課
に
創
造
都
市
推
進
係
を
設
置
し
、

増
員
し
て
推
進
体
制
の
強
化
を
図

る
。
新
た
な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置

は
、
事
業
の
取
り
組
み
の
中
で
必

A

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
機
能

を
街
な
か
へ
移
転
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
街
な
か
へ
の
機
能
移
転
も
含

め
、あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
収
蔵
庫
な
ど
の
課
題
も

あ
る
た
め
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
と
し
て
、

国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
の
誘
致
を

国
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
誘
致
の
条
件
が
整
っ
た
場
合

は
、推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
地
方
都
市
へ
の
移
転
の
情

報
は
な
い
が
、
情
報
収
集
や
関
係

者
と
の
意
見
交
換
を
進
め
て
い
く
。

　
　
２９
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
の
内
容
を
、
３０

年
度
当
初
予
算
に
は
ど
う
反
映
し

て
い
る
の
か
。

　
　
発
展
計
画
を
強
力
に
推
進
す

る
よ
う
編
成
し
、
執
行
に
つ
い
て

も
同
様
の
考
え
で
あ
る
。
今
後
も
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
発

展
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
山
大
医
学
部
と
、
重
粒
子
線

が
ん
治
療
事
業
に
関
す
る
情
報
の

共
有
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。
共

有
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
寄
附
は

QAQ

AQ

AQ

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
２
月

２７
日
と
２８
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

佐
藤　
秀
明
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
を
受
け

て
、
所
有
者
不
明
土
地
と
空
き
家
対
策
、
環
境
政

策
、
吉
林
市
と
の
交
流
、
福
祉
政
策　
ほ
か

田
中　
英
子

（
翔

政

会
）
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
、街
な
か
観
光
施
策
、

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
対
策
、
手
話
言
語
条
例
の
制

定　
ほ
か

松
田　
孝
男

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

国
保
に
よ
る
特
定
健
診
の
向
上
等
、
公
共
交
通
機

関
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
の
設
置
、
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用　
ほ
か

斎
藤　
武
弘

（
翔

政

会
）
豪
雪
へ
の
対
応
、
宅
地
造
成
の
支
援
、
公
設
地
方

卸
売
市
場
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
山
形
市

都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
農
業
の
今
後　
ほ
か

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

佐
藤
亜
希
子
子
育
て
を
支
え
る
た
め
に
、
重
い
国
保
税
の
軽
減

を
求
め
る

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

伊
藤
美
代
子
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
を
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
こ
と
を
知
っ
て
、
介
護
現
場
の
過
重
労
働
対
策

に
自
動
寝
返
り
支
援
ベ
ッ
ド
導
入
支
援
を　
ほ
か

小
野　
　
仁

（
緑

政

会
）
附
帯
決
議
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
、
ユ
ネ
ス

コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
外
国
人
起
業
家
へ

の
創
業
支
援
、
条
例
、
体
育
施
設　
ほ
か

須
貝　
太
郎

（
翔

政

会
）
「
不
安
な
個
人
、
立
ち
す
く
む
国
家
」
経
済
産
業

省
の
若
手
官
僚
た
ち
が
ま
と
め
た
報
告
書
、
少
子

化
問
題
、
教
育
問
題　
ほ
か

小
野　
　
仁 

議
員

文
化
活
動
こ
そ
が

街
づ
く
り
に
役
立
つ
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運
転
免
許
証
返
納
者
を
は
じ

め
、
７０
歳
以
上
の
希
望
者
に
バ
ス

の
シ
ル
バ
ー
３
カ
月
定
期
券
購
入

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
内
全

て
の
高
齢
者
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
券
も
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
３０
年
度
か
ら
、
７０
歳
以

上
の
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
し
、

シ
ル
バ
ー
定
期
券
と
タ
ク
シ
ー

券
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ

か
、
路
線
バ
ス
の
再
編
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
住
民
主
体

の
自
主
運
行
な
ど
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
交
通
手
段
を
住
民
と
共

に
研
究
し
て
い
く
。

QA 認
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
診
療
開
始
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

診
療
開
始
後
の
収
支
見
込
み
な
ど
、

適
宜
、
状
況
を
聞
い
て
い
る
。
市

民
の
身
近
な
所
で
最
先
端
の
医
療

環
境
が
整
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
支

援
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
有
施
設
に
歩
行
誘
導
マ
ッ

ト
を
設
置
し
、
視
覚
障
が
い
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
計
画
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
の
犬
や
猫
の
多
頭
飼

育
崩
壊
の
問
題
が
全
国
的
に
増
え

て
い
る
。
福
祉
部
門
と
の
連
携
が

図
ら
れ
る
よ
う
な
動
物
愛
護
条
例

を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
３０
年
度
に
制
定
を
予
定
し
て

お
り
、
有
識
者
の
意
見
や
実
態
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
３５
年
度
ま
で
に
撤
去
予
定
の

県
体
育
館
の
代
替
施
設
や
、
多
く

の
利
用
者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
多
く
の
利
用
者
を
他
の
体
育

施
設
で
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難

な
た
め
、
市
内
へ
新
た
な
代
替
施

設
の
整
備
を
県
と
協
議
し
、
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
子
ど

も
議
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
効
果
や
実
施
す
る
場
合
の
課

題
な
ど
を
整
理
し
、
検
討
し
て
い

く
。

　
　
村
山
広
域
水
道
の
受
水
費
が

下
が
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
３０
年
度
に
予
定
し
て
い
る
水

道
料
金
体
系
の
見
直
し
の
中
で
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

AQ

AQA

QAQ

AQA

　
　
清
風
荘
の
宝
紅
庵
茶
室
内
は

経
年
劣
化
に
よ
る
汚
れ
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

３２
台
分
の
駐
車
場
で
は
十
分
と
は

言
え
な
い
た
め
、
駐
車
場
の
増
設

も
併
せ
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
清
風
荘
の
宝
紅
庵
は
、
茶
室

内
の
経
年
劣
化
も
徐
々
に
進
行
し

て
い
る
た
め
、
茶
室
設
計
者
の
助

言
を
得
な
が
ら
、
修
繕
計
画
の
策

定
や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
時
は
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て
山

形
大
学
職
員
駐
車
場
を
借
用
し
、

警
備
員
に
よ
る
周
辺
道
路
の
誘
導

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
停
留
所

が
近
く
に
で
き
た
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
バ

ス
の
活
用
な
ど
も
促
進
し
な
が
ら
、

適
切
な
駐
車
場
用
地
の
情
報
収
集

に
も
努
め
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
市

で
も
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
対
策
を
講
じ
て

は
ど
う
か
。

　
　
２９
年
度
に
健
康
づ
く
り
計
画

「
山
形
市
健
康
づ
く
り
２１
」
の
中

間
評
価
を
行
い
、
市
民
の
健
康
の

実
態
に
基
づ
い
た
対
策
と
し
て
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
新
た
な
推

進
項
目
と
し
て
進
め
て
い
く
考
え

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す

る
組
織
の
設
置
は
、
今
後
、
法
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
総
合
的

な
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
に
は
聴
覚
障
が
い
高
齢

者
用
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
な
く
、

手
話
通
訳
者
の
配
置
な
ど
も
な
い

た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
話
は
筆

談
と
な
り
、
不
便
な
こ
と
も
あ
る

と
聞
く
。
施
設
へ
の
手
話
通
訳
者

の
配
置
、
学
校
で
の
手
話
学
習
や

公
共
の
場
へ
の
手
話
通
訳
者
の
派

遣
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
手
話
言

語
条
例
の
制
定
を
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
手
話

通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
手
話
奉
仕
員
養
成

研
修
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
筆
談
の
み
で
は
十
分
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
保
た
れ
な

い
な
ど
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
県
と

連
携
し
て
事
業
者
へ
の
働
き
掛
け

を
行
う
と
と
も
に
、
聴
覚
障
が
い

者
団
体
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
支
援
も
検
討
し
て
い
く
。

手
話
言
語
条
例
の
制
定
は
、
手
話

の
普
及
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き

調
査
研
究
し
て
い
く
。

QA

QAQ

A

▲街なか観光の一角を担う清風荘
高
齢
者
の
交
通
手
段
の

確
保
を
図
れ田

中　
英
子 
議
員

▲映像文化をキーワードに地域活性化を
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平
成
２９
年
５
月
に
経
済
産
業

省
の
次
官
・
若
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ま
と
め
た
報
告
書
「
不
安
な
個

人
、
立
ち
す
く
む
国
家
」
は
、
国

Q

家
の
将
来
を
憂
う
官
僚
と
し
て
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
対
し
、

市
長
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ

て
い
る
か
。

　
　
保※
１
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ

る
医
療
費
適
正
化
に
向
け
て
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　
　
加
点
の
高
い
糖
尿
病
等
重
症

化
予
防
事
業
に
新
た
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
指
標
に
つ

い
て
も
財
政
支
援
が
得
ら
れ
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
県
内
で
低
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
特
定
健
診
の
受
診
率
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
寿
命
延
伸
に
繋
が
る
た

め
、
今
後
も
き
め
細
か
い
受
診
勧

奨
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係

QAQAQ

　
　
国
民
一
人
一
人
が
、
ま
た
、

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
組
織
が
行
う
課
題
解
決
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
実
践
の
積
み
重
ね

が
ま
ず
先
に
あ
り
、
そ
れ
に
合
致

し
た
制
度
改
正
や
、
そ
う
し
た
動

き
を
奨
励
す
る
よ
う
な
政
策
展
開

が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
や
教
育
へ
の
投
資
を

財
政
の
最
優
先
課
題
に
す
べ
き
と

い
う
提
言
は
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
や
少

子
化
対
策
の
た
め
、
今
ま
で
以
上

に
家
族
政
策
の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
も
時
代
に
合

わ
せ
た
効
果
的
な
家
族
政
策
を
研

究
し
て
い
く
。

　
　
富
山
市
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の

大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
エ
ゴ
マ

油
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
最
適
配

合
に
よ
る
ブ
レ
ン
ド
オ
イ
ル
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
方
都

市
に
よ
る
発
想
は
都
市
間
競
争
を

勝
ち
抜
く
上
で
と
て
も
重
要
で
、

こ
れ
か
ら
の
政
策
展
開
に
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
若
手
職
員
自
ら
が
問
題
意
識

を
持
っ
て
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

AQ

A

QA

る
国
保
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
調

整
措
置
の
廃
止
に
伴
い
生
じ
る
財

源
は
、
少
子
化
対
策
に
充
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
保
事
業
会
計
の
中
で
有
効

に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

公
園
な
ど
に
健
康
遊
具
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
公
園
整
備
や
老
朽
化
し
た
遊

具
を
更
新
す
る
際
に
は
、
地
域
住

民
や
公
園
利
用
者
の
意
見
を
参
考

に
、
健
康
遊
具
の
設
置
な
ど
、
健

康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
促
す
た
め
、
運
転
経
歴

証
明
書
の
交
付
手
数
料
に
対
し
、

助
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
警
察
や
関
係
機
関
な
ど
と
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
、
自
主
返
納

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
公
共
交
通
の
充
実
の
た
め
、

仮
称
南
北
く
る
り
ん
バ
ス
の
整
備

や
、
東
西
く
る
り
ん
バ
ス
路
線
の

延
伸
拡
充
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
路
線
バ
ス
の
再
編
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
住
民
主
体

の
自
主
運
行
な
ど
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
交
通
手
段
を
住
民
と
共

に
研
究
し
て
い
く
。

　
　
く
る
り
ん
バ
ス
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
通
勤
や
通
学
の
定

期
券
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
定
期
券
を
含
む
各
種
乗
車
券

が
よ
り
利
便
性
の
高
い
も
の
と
な

る
よ
う
、
東
北
運
輸
局
や
交
通
事

業
者
と
継
続
し
て
研
究
し
な
が
ら

協
議
し
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
達
が
相
談
し
や
す
い

よ
う
、
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
相

談
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
メ
ー
ル
や
電
話
に
よ

る
相
談
活
動
の
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
既
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
、
自

宅
学
習
用
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

貸
し
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
の
授
業
の
一
環

と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
の
事
例
や
講
師
の

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQAQ

AQAQA

▲くるりんバスのさらなる利用促進を

※１　保険者努力支援制度…ジェネリック医薬品の推進や生活習慣病の予防に取り組むなど、医療費を抑制する自治体に対する支援制度。

健
康
長
寿
の
ま
ち
・
子
ど
も
も
大
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
山
形
に

松
田　
孝
男 

議
員

子
ど
も
や
教
育
に

最
優
先
で
成
長
投
資

須
貝　
太
郎 

議
員
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第
６
次
農
業
振
興
基
本
計
画

で
は
、
広
い
エ
リ
ア
を
中
山
間
地

域
と
し
て
お
り
、
明
確
な
対
策
が

見
え
に
く
い
。
東
西
南
北
の
平
坦

地
と
東
西
南
の
中
山
間
地
域
に
分

け
、
よ
り
具
体
的
な
営
農
計
画
を

立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
中
山
間
地
域
の
振
興
は
、
中

山
間
地
域
と
、
そ
れ
以
外
の
地
域

に
分
け
た
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

い
。
農
業
戦
略
本
部
で
地
域
の
特

性
や
産
物
を
生
か
し
、
よ
り
具
体

的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
す
る
際
は
、
猟
銃
を

持
っ
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

QAQ 事
例
研
究
、
さ
ら
に
は
活
用
可
能

な
、
国
や
そ
の
他
の
関
係
機
関
の

制
度
調
査
な
ど
に
取
り
組
め
る
環

境
を
整
え
た
い
。

　
　
医
学
界
や
教
育
界
、
企
業
人

を
巻
き
込
み
、
２０
～
３０
年
後
の
出

生
率
向
上
に
向
け
て
、
自
然
発
生

的
な
少
子
化
対
策
の
醸
成
に
、
専

門
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
市
発
展
計
画
に
掲
げ
る

現
在
の
施
策
を
実
行
し
た
上
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
教
員
の
資
質
向
上
や
学
校
間

連
携
の
円
滑
な
推
進
と
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
校
種
間
人

事
交
流
の
提
案
に
対
す
る
そ
の
後

の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
校
種
間
の
人
事
交
流
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
後
も

県
に
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
中

学
校
区
に
お
け
る
小
中
連
携
の
活

性
化
や
特
別
支
援
学
校
の
教
員
を

含
め
た
研
修
の
実
施
な
ど
で
、
お

互
い
の
専
門
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
国
は
、
公
共
事
業
な
ど
の
障

害
と
な
っ
て
い
た
所
有
者
不
明
土

地
の
利
用
を
可
能
と
す
る
法
案
を

提
出
す
る
方
針
だ
が
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
準
備
を
進
め
、
問
題

解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

　
　
国
が
検
討
し
て
い
る
新
た
な

法
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
。
ま
た
、
相
続
登
記
未
了
の
た

め
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
も
の

は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
相
続

人
調
査
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
所
有

者
の
特
定
に
努
め
て
い
く
。

Q

AQ

AQ

A

　
　
田
畑
と
居
住
地
が
隣
接
し
て

い
る
場
所
で
は
誤
射
の
危
険
性
が

あ
る
こ
と
や
、
実
施
隊
が
創
設
さ

れ
た
ば
か
り
で
、
警
察
と
の
協
議

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
銃
器
の
使
用

は
控
え
て
い
る
。
他
市
の
状
況
を

参
考
に
警
察
や
猟
友
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
議
し
、
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
第
６
次
産
業
化
な
ど
が
進
み
、

農
業
関
連
の
業
務
が
多
岐
に
渡
り
、

事
務
が
煩
雑
化
し
て
い
る
。
農
業

関
連
イ
ベ
ン
ト
は
山
形
市
農
業
振

興
公
社
が
中
心
に
実
施
し
、
市
職

員
が
も
っ
と
現
場
で
現
状
に
触
れ

る
な
ど
、
農
業
振
興
施
策
に
深
く

関
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
状
で
も
担
当
職
員
は
可
能

な
限
り
直
接
現
場
に
足
を
運
ぶ
よ

う
に
努
め
て
い
る
。
山
形
市
農
業

振
興
公
社
の
活
用
を
含
め
、
市
職

員
が
現
地
に
行
け
る
体
制
づ
く
り

に
向
け
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
早
い
段
階
で
豪
雪
対
策
本
部

が
設
置
で
き
る
よ
う
、
現
行
１
カ

所
の
積
雪
量
の
観
測
地
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
降
雪
量
は
標
高
な
ど
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
観
測
地
を
増
や
す

こ
と
も
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
　
一
斉
除
雪
の
出
動
基
準
と
な

る
観
測
地
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
自
主
判
断
除
雪
区
域
の
対

象
を
広
げ
、
さ
ら
に
出
動
基
準
を

５
～
７
㎝
ま
で
引
き
下
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　
現
在
１０
地
点
で
積
雪
量
な
ど

の
観
測
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り

詳
細
な
状
況
把
握
の
た
め
観
測
地

の
増
設
や
位
置
の
変
更
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
山
間
部
な
ど
は

自
主
判
断
区
域
に
設
定
し
、
業
務

受
託
者
の
判
断
で
除
雪
を
し
て
お

り
、
出
動
基
準
を
見
直
す
予
定
は

な
い
が
、平
成
２９
年
度
か
ら
滝
山
・

明
治
・
楯
山
地
区
の
一
部
も
自
主

判
断
区
域
に
追
加
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
区
域
拡
大
の
必
要
性
を
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
は
、
明
確
な

完
成
時
期
を
設
定
し
、
集
中
的
に

整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
主

要
地
方
道
山
形
山
寺
線
か
ら
楯
山

駅
へ
の
整
備
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
他
事
業
の
進
行
状
況
や
用
地

確
保
の
都
合
上
、
明
確
な
完
成
時

期
の
設
定
は
困
難
だ
が
、
事
業
着

手
の
優
先
順
位
を
国
や
県
と
協
議

し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
楯
山
停
車

場
天
童
線
や
主
要
地
方
道
山
形
山

寺
線
な
ど
の
進
行
状
況
や
、
完
成

後
の
交
通
状
況
な
ど
を
勘
案
し
検

討
し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QA

▲年々拡大している鳥獣被害 ▲エゴマ油を使ったブレンドオイルの開発
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

よ
り
具
体
的
な
農
業
振
興
策
を

斎
藤　
武
弘 
議
員
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※１　エンパワメント…人が持っている力を引き出し、湧き出させること。個人や集団の潜在能力を発揮させる考え方。
※２　国保税…国民健康保険税。
※３　ヤングケアラー…病気や障がいなどを持つ両親や祖父母などの家族の介護を行っている１０代から２０代の若い人達。

　
　
公
立
の
夜
間
中
学
を
つ
く
る

計
画
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
中
学

段
階
の
学
び
直
し
を
し
た
い
人
が

ど
の
程
度
い
る
の
か
実
態
を
把
握

Q

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
学
び
直
し
に
必
要
な
支
援
を

探
る
た
め
、
ま
た
、
方
向
性
を
検

討
す
る
た
め
に
も
実
態
把
握
が
大

切
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
実
態

A
　
　
保
育
需
要
と
安
全
面
か
ら
拠

点
保
育
所
の
整
備
計
画
を
前
倒
し

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
平
成
３０

年
度
か
ら
保
育
指
針
が
変
わ
り
、

子
ど
も
へ
の
評
価
項
目
が
細
か
く

定
め
ら
れ
る
。
指
針
を
押
し
つ
け

ず
、
子
ど
も
を
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

す
る
山
形
ら
し
い
保
育
を
発
信
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
各
拠
点
保
育
所
は
、
２
年
程

度
の
期
間
を
お
い
て
整
備
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。
各
園
で
毎
年
園

の
目
標
と
年
間
指
導
計
画
を
策
定

し
、
保
育
理
念
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
質
の

高
い
保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

QA

把
握
を
し
た
上
で
、
県
教
育
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
夜
間
中
学

な
ど
の
設
置
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
斎
場
の
２
階
待
合
室
を
椅
子

席
に
し
て
ほ
し
い
と
望
む
声
が
多

い
。
改
修
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

　
　
建
物
の
構
造
上
の
制
限
や
改

修
時
の
使
用
制
限
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
席
の
設
置
や
段

差
の
解
消
な
ど
の
対
応
が
、
ど
の

程
度
可
能
か
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
親
や
家
族
を
介
護
し
て
い
る

ヤ※
３
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
で
、

現
在
、
こ
の
傾
向
に
あ
る
児
童
生

徒
が
４
人
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
今
後
も
、
各
学
校
へ
の
周

知
や
実
態
調
査
に
努
め
て
い
く
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
児
童
生

徒
の
場
合
、
学
校
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
支
援
策
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
個
々
の
子
ど
も
に
対
す
る
支

援
は
、
学
校
と
関
係
機
関
で
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
ケ
ー
ス
会
議
を
開
い
て
対
応

し
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
も
同
様
の
対
応
で
解
決
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

QA

QA

QA

　
　
市
立
保
育
所
の
正
規
職
員
の

割
合
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
立
保
育
所
の
人
材
確
保

へ
の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
立
保
育
所
の
３
歳
児
以
上

に
主
食
を
提
供
し
、
民
間
立
保
育

所
な
ど
に
は
、
主
食
代
を
補
助
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
主
食
代
を

公
定
価
格
に
加
算
す
る
よ
う
国
に

要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
調
理
室
が
狭
く
、
衛
生
的
に

ご
は
ん
を
提
供
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

主
食
代
の
補
助
は
、
保
護
者
と
事

業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
公
定
価
格
へ
の
加
算

は
機
会
を
捉
え
て
国
に
要
望
し
て

い
く
。

　
　
パ
パ
マ
マ
応
援
元
気
す
く
す

く
ネ
ッ
ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
と
す
る
こ
と
で
、
病
児
・
休
日

保
育
、
産
後
ケ
ア
な
ど
の
緊
急
時

に
必
要
な
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
検
索
性
の
向
上
や
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

整
備
交
付
金
制
度
を
利
用
し
、
公

設
民
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
交
付
金
を
活
用
し
、
ク
ラ
ブ

を
学
校
施
設
に
入
れ
る
な
ど
、
公

設
民
営
の
形
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
学
校
の
事
情
に
応
じ
た

ク
ラ
ブ
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
学
校
の
入
学
準
備
金
の
入

学
前
支
給
を
実
施
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。
実
施
す
る
場
合
、
２
月

支
給
と
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
中
学
校
の
入
学
前
支
給
は
、

３１
年
度
に
入
学
予
定
の
就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
小
学
６
年
生
を
対

象
に
、
平
成
３１
年
２
月
に
支
給
す

る
方
向
で
あ
る
。
小
学
校
の
入
学

前
支
給
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
さ
ら
に
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
負
担
が
大
き
い
国※
２
保
税
を
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
財
政
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
大

を
国
に
求
め
な
が
ら
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
で

国
か
ら
の
支
援
を
確
保
し
、
加
入

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

国
保
税
の
子
ど
も
に
係
る
均
等
割

を
軽
減
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
他
市
の
事
例
を
参
考
に
調
査

し
て
い
く
。
ま
た
、
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

▲工夫して炊飯している保育所の給食室
子
ど
も
を
エ※

１

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る

山
形
ら
し
い
豊
か
な
保
育
を

佐
藤
亜
希
子 

議
員

公
立
夜
間
中
学
の

設
置
計
画
を
求
め
る

伊
藤
美
代
子 

議
員
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ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
認
定
を
機
に
、

新
た
に
文
化
振
興
条
例
を
制
定
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
新
た
な
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジョ

ン
策
定
を
目
指
し
、
条
例
制
定
を

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

　
　
ア※
４
ー
ツ
千
代
田
３
３
３
１
を

参
考
に
、
ま
な
び
館
を
文
化
的
拠

点
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
拠
点
施
設
と
し
て
想
定
し
て

お
り
、
参
考
に
し
て
い
く
。

　
　
山
形
交
響
楽
団
に
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
編
成
し
て
は
ど

う
か
。

QAQAQ 今
後
も
、
学
校
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
介
護
施
設
利
用
者
の
安
心
や

職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
た

め
に
も
、
自
動
寝
返
り
支
援
ベ
ッ

ド
を
導
入
す
る
施
設
に
対
し
、
支

援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
自
動
寝
返
り
支
援
ベ
ッ
ド
の

効
果
に
つ
い
て
、
介
護
人
材
の
確

保
に
向
け
た
協
議
会
で
意
見
を
聞

く
と
と
も
に
、
国
や
県
に
も
問
い

合
わ
せ
な
が
ら
、
支
援
の
あ
り
方

を
調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　
平
成
２９
年
度
の
一
般
質
問
で

Ｌ※１
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
情
報
提
供
や
理
解
促
進
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
具
体
的
な
窓

口
対
応
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

す
る
な
ど
、
性
の
多
様
性
に
関
す

る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
も
、
ダ※
２
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

講
座
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

特
化
し
た
講
座
な
ど
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
今
後
、
学
び
の
機
会

の
提
供
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
誰
も
が
持
っ
て
い
る
性
的
指

向
と
性
自
認
を
表
す
Ｓ※
３
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と

い
う
言
葉
の
認
識
を
深
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
新
し
い
概
念
で
あ
り
、
ま
だ

一
般
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
状
況
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
国

民
的
議
論
や
国
の
動
向
な
ど
の
推

移
を
注
視
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

　
　
当
面
は
、
青
少
年
が
音
楽
に

親
し
む
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
。

　
　
相
続
後
の
未
登
記
に
よ
る
所

有
者
不
明
の
土
地
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
の
制
度
変
更
に
伴
い
、

積
極
的
な
問
題
解
決
に
当
た
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
新
た
な
法
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
所
有
者
の
特
定
に
努
め

て
い
く
。

　
　
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク

が
行
っ
て
い
る
小
規
模
連
鎖
型
区

画
編
成
な
ど
を
参
考
に
、
空
き
家

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
業
界
と

協
力
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
で
設
定
し
た
、
温
室
効
果
ガ
ス

１
人
当
た
り
の
排
出
量
８０
％
の
削

減
目
標
は
、達
成
が
可
能
な
の
か
。

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
・
県
よ
り
も
目
標
は
高
い

が
、
き
め
細
か
い
施
策
で
意
識
高

揚
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
条
例

の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
方
針

や
基
本
理
念
の
理
解
を
も
ら
う
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
滝
山
地
区
の
国
道
１３
号
線
東

側
に
は
、
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
が
な

く
、
高
齢
者
な
ど
が
不
便
を
感
じ

て
い
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
地
域

の
拠
点
を
作
る
と
い
う
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
３１
年
に
予
定
し
て
い
る

滝
山
地
区
の
都
市
計
画
地
域
別
構

想
の
策
定
を
、
地
域
の
方
と
共
に

進
め
て
い
く
。

　
　
平
成
３０
年
度
に
、
経
済
訪
問

団
の
来
訪
が
予
定
さ
れ
て
い
る
友

好
都
市
の
吉
林
市
と
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
を

深
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

両
市
で
協
議
し
て
い
く
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
職
相
談
窓
口
を
本
庁
や
社
会
福

祉
協
議
会
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
相
談
窓
口
の
設
置
は
、
対
象

者
の
利
便
性
向
上
な
ど
か
ら
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
核
市
移
行
に
伴
う
連
携
中

枢
都
市
圏
形
成
の
範
囲
や
連
携
分

野
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
在
、
定
住
自
立
圏
を
形
成

し
て
い
る
３
市
２
町
と
協
議
の
上
、

他
の
３
市
４
町
と
協
議
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

AQAQAQ

AQA

QAQAQA

※１　ＬＧＢＴ…女性同性愛者、男性同性愛者、両性愛者、性別越境者の英語の頭文字をとった総称。
※２　ダイバーシティ…‌�多様な人材を積極的に活用しようという考え方。
※３　ＳＯＧＩ…Sexual Orientation and Gender Identityの略称。性的指向と性自認を表すもの。
※４　アーツ千代田３３３１…東京都千代田区にある、閉校した中学校の校舎を改修して開設した文化芸術施設。

▲文化的拠点施設として期待されるまなび館 ▲福島市や仙台市で月４回行われている夜間中学
芸
術
文
化
創
造
都
市
を

創
ろ
う

佐
藤　
秀
明 
議
員
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平
成
３０
年
２
月
１３
日
の
本
市
議

会
議
員
対
象
の
研
修
会
で
、
三
重

県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
髙

沖
秀
宣
氏
か
ら
、「
国
会
と
違
い

首
長
と
の『
二
元
代
表
制
』を
採
っ

て
い
る
地
方
議
会
に
与
党
・
野
党

の
区
別
は
無
い
。
自
治
体
意
思
の

決
定
機
関
と
し
て『
二
元
代
表
制
』

を
追
求
す
る
こ
と
が
議
会
改
革
に

な
る
。
政
策
提
言
で
き
る
議
会
へ

と
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
ご
講
演
い
た
だ
き
、
地
方
議

会
の
基
本
を
再
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
３１
年
４
月
か
ら
の
中
核
市
へ
の

移
行
の
準
備
年
度
で
あ
る
平
成
３０

年
度
の
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し

た
が
、
今
後
も
「
み
ち
し
る
べ
」

を
は
じ
め
と
す
る
情
報
発
信
と
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
流
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
報
委
員　
髙
橋　
昭
弘

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

み
み
よ
り
情
報

と　き　７月７日（土）
ところ　上山城周辺
内　容　‌�県内外のワイナリーが一堂に

会する大イベント。心地よい
香りと豊かな味わいが自慢の
“かみのやま産のワイン”や
ワインに合うさまざまなフー
ドをお楽しみいただけます。

問い合わせ先　上山市観光物産協会
� ☎６７２－０８３９

やまがたワインバル２０１８
inかみのやま温泉

上山市

と　き　６月中旬～７月中旬
ところ　山辺町玉虫沼農村公園
　　　　「かおりの広場」
内　容　‌�約３０００株のラベンダーや多彩

な花々が咲き誇ります。期間
中は、ご当地ソフトクリー
ム、かき氷などの販売やラベ
ンダーなどを使った体験教室
が開催されます。

問い合わせ先　玉虫沼農村公園管理棟
� ☎６６６－２７０１

ラベンダー祭り

山辺町

と　き　７月２８日（土）　午後５時から
ところ　中山町立図書館　ほんわ館
内　容　‌�怪談ばなし、ブックカフェ、

浴衣着付けのお手伝い
　　　　‌�当日はどなたでも参加できま

す。
　　　　※‌�詳細は、７月上旬に中山町

公式ホームページに掲載し
ます。

問い合わせ先　中山町立図書館ほんわ館
� ☎６６２－６６８８

浴衣で図書館・怪談ナイト

中山町

【お詫びと訂正】‌�やまがた市議会報みちしるべ第２０３号（平成３０年２月１発行）の７ページ「中核市移行検討特別委員
会」の掲載内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

　　　　　　　 　　誤「食肉衛生検査施設は」→ 正「食肉衛生検査施設などでは」

みちしるべが授業で活用されました！
　山形市立大曽根小学校６年生の社会科の授業で、
やまがた市議会報「みちしるべ」が活用されました。
　議会報を使用した「わたしたちの生活と政治」の
授業では、議会で話し合われている内容や議員の思
いなどについて勉強することができ、新たな見方や
考え方を持つきっかけとなる学習ができたとのこと
でした。
　また、児童の皆さんから、学習の振り返りとして
作成した活動の記録を送っていただきました。その
学習の記録では、「税金がどんなことに使われてい
るか詳しく知ることができて良かった」「市民の要
望を実現するために話し合いをすることは、とても
大切だと感じた」「政治に興味はあったけど、なか
なか調べる機会がなく、みちしるべで山形市の政治
を学べて嬉しかった」などの感想をいただきました。
　今後も、よりわかりやすく、親しんでもらえる議
会報の作成に努めてまいります。大曽根小学校６年
生の皆さん、ありがとうございました。

▲児童の皆さんからいただいた活動の記録

▲今号のみちしるべの表紙を飾っていただきました
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